
　

こ
れ
ま
で
の
作
文
と
は
違
い
、志
望
理
由
書
と
い

う
も
の
は
相
手
が
あ
っ
て
成
立
す
る
、生
徒
に
と
っ

て
初
め
て
の〝
実
用
〞の
文
書
。
い
く
ら
書
く
練
習

を
し
て
も
、生
徒
自
身
が
そ
の
目
的
や
意
義
を
知

ら
な
い
と
前
に
進
め
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
知
ら
な
い
人

に
意
欲
を
伝
え
る
文
書
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

意
識
さ
せ
、明
確
な
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
て
練
習
を

し
ま
し
ょ
う
。

お
手
本
は
先
輩
の
志
望
理
由
書

　

最
初
に
必
要
な
の
は
、こ
れ
ま
で
の
体
験
の
棚

卸
の
作
業
。
過
去
や
現
在
、
ど
ん
な
体
験
を
し
な

が
ら
生
き
て
き
た
の
か
、自
分
と
は
ど
う
い
う
人
間

な
の
か
を
小
さ
な
パ
ー
ツ
に
分
け
て
少
し
ず
つ
取

り
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、進
学
後
ど
う
な

り
た
い
の
か
、
ど
ん
な
将
来
を
思
い
描
い
て
い
る
の

か
を
導
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、小
論
文
指
導
で
は
ま
ず
「
型
」を
教
え
ま

す
が
、志
望
理
由
書
は
大
学
に
よ
っ
て
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

が
多
様
で
、内
容
も
個
人
差
が
大
き
く
、指
導
に
コ

ツ
が
必
要
で
す
。
お
す
す
め
は
、先
輩
が
書
い
た
も

の
を
見
せ
る
こ
と
。
部
活
の
こ
と
、小
学
校
時
代
の

思
い
出
な
ど
、一
見
よ
く
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
上
手

に
志
望
理
由
に
活
か
し
て
書
い
て
い
る
先
輩
の
文

章
を
見
せ
、生
の
体
験
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る

と
い
う
好
例
を
示
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

体
験
か
ら
の
学
び
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
練
習
を

自分の軸に気づく
志望理由書の指導

推薦入試、ＡＯ入試の増加とともに、志望理由書作成の指導法で悩む学校が増えています。
いくら書く練習をして表現力を磨いても、その進路に進みたいという強い意志がなければ書けないのが志望理由書。

どこまで主体的に自分の進路を考えられるか…それが志望理由書作成のカギといえそうです。
取材・文／永井ミカ

事例とアドバイスで進路指導実践を磨く！

１年生のときから、行事や部活の感想など書く練習をしていきます。生徒はささいな体
験は「書く価値がない」などと考えますが、体験から感じたこと、学んだことに意味がある
ということを伝えましょう。書いたものはファイリングしておくと、後々の資料になります。

国語の授業やLHRの時間などに書く練習を
アドバイス1

今号のアドバイザー

２年生になったら、ただ書くだけではなく志望理由書というものを意識させます。過去
や現在の体験を棚卸したら、それを志望と結びつけ、自分の言葉で表現させます。書
くことと話すことは連動します。書けない場合は面談で引き出したり、面接の練習と
一体化させるのもおすすめです。

２年生からは志望理由書を書くことを意識させる
アドバイス2

クラスメートも受験のライバル。志望理由書の練習の場合、グループワークで見せ合っ
たりするのはあまりおすすめできません。それよりも先輩の書いたものを例として見せる
ほうがよいでしょう。なるべく普通の体験を元にした志望理由書を選び、「これで○○大
学○○学部に受かった」という実績があるとより効果的です。

同級生の例文より先輩の例文が実践的
アドバイス3

伊藤久仁子先生

共立女子第二中学校高校
（東京・私立）

国語科教諭・進路指導部副主任・
共立女子大学非常勤講師・

学校心理士

指 イ導 ンポ ト

常に先進的な授業を
実践している

国語教育のエキスパート。
朝日中高生新聞で

「天声人語で200字作文」
を連載中。
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■ ツール3（日常的なエピソードを活かした例）

■ ツール1

■ ツール2

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て

自
分
の
棚
卸
作
業
を
す
る

　

自
分
の
棚
卸
作
業
と
は
、過
去
か
ら
現
在
ま

で
の
自
分
を
見
つ
め
て
「
自
分
は
ど
の
よ
う
な

人
間
で
ど
ん
な
体
験
を
し
て
き
た
の
か
」を
振

り
返
る
こ
と
。
伊
藤
先
生
は
そ
の
際
、ワ
ー
ク
シ

ー
ト（
ツ
ー
ル
１
）を
使
う
こ
と
も
あ
る
。

　

最
初
に
取
り
組
む
の
は
上
の
グ
ラ
フ
の
部

分
。
そ
の
学
年
の
と
き
の
自
分
が
よ
か
っ
た
と

思
え
ば
＋
の
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
、あ
ま
り
よ
く

な
か
っ
た
と
思
え
ば
－
の
ど
こ
か
に
ポ
イ
ン
ト

し
、折
れ
線
グ

ラ
フ
に
し
て
も

よ
い
。
な
ぜ
＋

な
の
か
、な
ぜ
－
な
の
か
。
そ
の
理
由
を
手
が
か

り
に
、徐
々
に
下
の
部
分
に
書
き
込
ん
で
い
く
。

　

こ
れ
な
ら
、自
分
に
つ
い
て
な
か
な
か
書
き
出

せ
な
い
生
徒
に
も
有
効
。と
り
あ
え
ず
ポ
イ
ン
ト

だ
け
で
も
さ
せ
て
、な
ぜ
＋
な
の
か
、な
ぜ
－
な

の
か
を
、担
任
が
面
談
で
聞
き
出
す
と
い
う
使

い
方
も
で
き
る
。

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
使
っ
て

漏
れ
な
く
情
報
収
集

　

志
望
理
由
書
を
書
く
た
め
に
は
、志
望
校
の

最
新
の
情
報
を
徹
底
的
に
知
る
必
要
が
あ
る
。

な
か
で
も
最
も
大
切
な
情
報
は
、志
望
校
が
求

め
て
い
る
人
物
像
だ
。

　

例
え
ば
、共
立
女
子
大
学
・
短
期
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、各
学
部
ご
と
に
人
材
養

成
目
的
が
あ
り
、文
芸
学
部
の
場
合「
文
学
と

芸
術
の
世
界
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
広
く

深
く
と
ら
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、文
化
全
般
に

わ
た
る
広
い
視
野
と
教
養
を
そ
な
え
た
豊
か
な

人
間
性
を
養
う
こ
と
で
あ
り
、ま
た
実
社
会
に

お
い
て
、自
立
し
た
個
人
と
し
て
、他
者
と
協
調

し
つ
つ
、主
体
的
に
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
う

る
女
性
を
育
成
す
る
」と
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
箇
所
を
志
望
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
自
分
で
探
し
出
し
熟
読
す

る
よ
う
に
指
導
す
る
。
例
と
し
て
見
本
が
あ
れ

ば
、必
要
な
情
報
を
生
徒
自
身
が
探
せ
る
。

　

な
お
、情
報
収
集
の
た
め
に
必
要
な
行
動
を

中
心
に
志
望
理
由
書
作
成
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
ツ

ー
ル
２
）を
作
り
、生
徒
に
配
付
す
る
の
も
よ
い
。

チ
ェ
ッ
ク
作
業
は
一
人
ひ
と
り
に
さ
せ
る
よ
り
、ク

ラ
ス
な
ど
で
一
斉
に
行
う
ほ
う
が
効
果
的
。
そ
の

ほ
う
が
、作
業
が
遅
れ
が
ち
な
生
徒
も
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
の
進
み
具
合
を
見
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

先
輩
の
書
き
方
例
は

添
削
前
と
添
削
後
を
並
べ
て
見
せ
る

　

生
徒
が
書
い
た
志
望
理
由
書
で
作
例
と
し
て

よ
い
も
の
は
、本
人
の
許
可
を
得
て
コ
ピ
ー
を
と

り
、後
輩
へ
の
教
材
と
す
る（
ツ
ー
ル
３
）。「
こ
ん

な
こ
と
を
書
い
て
も
い
い
ん
だ
」と
思
う
よ
う
な

日
常
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登
場
す
る
も
の
が
お
す

す
め
だ
。
例
え
ば
、友
だ
ち
と
ケ
ン
カ
を
し
て
学

校
を
休
ん
だ
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、教
育
学
部

系
を
希
望
し
て
い
れ
ば
、子
ど
も
の
心
の
痛
み
が

わ
か
る
先
生
を
目
指
す
動
機
に
な
り
得
る
。
華

や
か
な
成
果
で
な
く
と
も
部
活
で
地
道
に
努
力

し
て
い
た
生
徒
の
文
章
も
参
考
に
な
る
。
さ
ら

に
、そ
の
生
徒
が
書
い
た
最
初
の
も
の
と
、添
削

を
経
て
よ
く
な
っ
た
も
の
を
並
べ
て
見
せ
る
の
も

効
果
的
。
ど
こ
が
よ
く
な
っ
た
か
、生
徒
自
身
に

探
さ
せ
る
こ
と
で
、自
己
添
削
力
が
育
つ
。

指
導
例
１

指
導
例
2

指
導
例
3

　私は、中学・高校の六年間、英語を学ぶ中で、日本語と異

なる英語の文法や発音に興味を抱いた。英会話の授業で

は、ネイティブの先生と会話をしてお互いの異文化を理解す

る楽しさを覚えた。中学二年生の夏休みに、「自分で好きな英

語の本を選び、英語で感想を書く」という課題があった。それ

に取り組んでいくうちに、英語という言葉を理解することがま

すます好きになった。しかし、より深く英語を理解するために

は、イギリスやアメリカの文化や歴史などさまざまな視点から

英語を学ぶことが必要だと考えるようになった。

　貴学のオープンキャンパスに参加させていただいた時に、

広 と々した情報図書館を見学し、専門分野を研究するのにと

ても整った環境だと感じた。また、私は中学・高校ともに硬式

テニス部に所属していたので大学でもテニスを続けたいと思

っている。研究だけではなく、スポーツ施設も充実していること

に大学生活への期待が高まった。ワンキャンパスの利点は、

四年間同じキャンパスで他学部の学生との交流や他学科の

専門科目を学べることである。そのことによりコミュニケーショ

ンが広がり、研究にもよい影響を与えると思う。

　将来は、国際社会に貢献する人材を育てることのできる英

語教師を目指したい。そのために留学制度を活用して、アメリ

カの大学に留学し、異文化を体験し、その経験を教師の仕事

に活かしたい。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
実
践
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日
本
大
学
鶴
ヶ
丘
高
校
は
日
本
大
学
の
付
属

高
校
の
ひ
と
つ
。普
通
コ
ー
ス
と
特
進
コ
ー
ス
が
あ

り
、例
年
６
〜
７
割
の
生
徒
が
日
本
大
学
の
さ
ま

ざ
ま
な
学
部
に
進
学
す
る
ほ
か
、特
進
コ
ー
ス
の

生
徒
を
中
心
に
他
大
学
へ
進
む
生
徒
も
い
る
。そ

ん
な
な
か
、進
路
を
自
分
で
考
え
開
拓
す
る
自

主
創
造
型
の
生
徒
を
育
て
る
た
め
、３
年
間
を

通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

自
分
を
見
つ
め
書
く
こ
と
が

進
路
を
真
剣
に
考
え
る
機
会
と
な
る

　

１
年
生
で
は「
職
業
理
解
を
深
め
る
」、２
年

生
で
は「
大
学
情
報
の
収
集
と
進
路
決
定
」、３

年
生
で
は「
大
学
進
学
の
実
現
」を
テ
ー
マ
に
、

３
年
間
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
て

い
る
同
校
。
生
徒
は
進
路
講
演
会
や
模
擬
講

義
、全
員
参
加
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
外
部

か
ら
の
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、真
の
第
一
志
望
を

見
つ
け
進
路
実
現
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。

　

進
路
行
事
で
学
習
し
た
こ
と
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の「
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
」に
記
録
し
た
り
、新
聞
記

事
を
読
ん
で
内
容
を
ま
と
め
る
な
ど
、折
に
触

れ
文
章
を
書
く
機
会
を
与
え
て
い
る
。
例
え

ば
、２
年
生
の
夏
の
課
題
と
し
て
出
さ
れ
る
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
は
、Ａ
４
用
紙
に
ぎ

っ
し
り
４
ペ
ー
ジ
分
。
そ
し
て
、３
年
生
に
な
っ
た

ら
志
望
理
由
書
を
書
く
練
習
を
始
め
る
。
指

導
す
る
の
は
外
部
講
師
の
講
習
を
受
け
た
各

担
任
だ
。
６
月
に
は
必
ず
、普
通
コ
ー
ス
の
生
徒

全
員
が
標
準
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
沿
っ
た
志
望

理
由
書
を
書
く
。

「
以
前
は
安
易
に
大
学
や
学
部
を
選
び
、入
学

後
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
気
づ
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」と
進
路
指
導
部
主
任
の
新
藤
隆
夫
先
生
。

し
か
し
、常
日
頃
か
ら
〝
自
分
を
見
つ
め
な
が
ら

書
く
〞作
業
を
意
識
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

文
章
力
が
身
に
つ
く
だ
け
で
な
く
、真
剣
に
進
路

を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、ミ
ス
マ
ッ
チ
も
減
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。「
特
に
志
望
理
由
書
を
一
度
書

い
て
み
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
。
書
き
な
が
ら
進

路
意
識
を
高
め
た
り
、問
題
意
識
を
も
っ
た
り
。

ま
た
、担
任
が
添
削
し
な
が
ら
生
徒
の
進
路
志
望

の
矛
盾
点
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。

　

最
終
的
に
校
内
で
仕
上
げ
る
８
０
０
文
字
の

志
望
理
由
書
は
、日
本
大
学
各
学
部
へ
の
内
部

推
薦
や
外
部
推
薦
の
選
考
資
料
に
も
な
る
。「
成

績
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

本
当
に
そ
の
学
部
に
行
き
た
い
の
か
、将
来
的
に

進
み
た
い
道
と
学
部
が
合
致
し
て
い
る
の
か
を
確

認
し
ま
す
」と
新
藤
先
生
。
さ
ら
に
、内
部
進
学

を
含
め
校
内
選
考
が
必
要
な
推
薦
希
望
者
全
員

が
校
長
と
面
接
。一
人
ず
つ
意
志
を
確
認
し
、納

得
の
い
く
進
路
選
択
に
つ
な
げ
て
い
る
。

─ CASE Ⅰ─

自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
で

進
路
を
考
え
切
り
拓
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
く

│
日
本
大
学
鶴
ヶ
丘
高
校（
東
京
・
私
立
）
│

付
属
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
安
易
に
進
路
を
選
ん
で
し
ま
う
生
徒
が
い
る
。

将
来
の
進
路
と
学
部
選
択
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
る
場
合
が
あ
る
。

課題

1951年創立／普通科
生徒数1350人（男子574人・女子776人）
進路状況（2013年度実績）
大学92.3％、短大2.4％、専各1.0％、
就職0.0％、その他4.3％将来、志望理由書を書くためには、大学の実際の様子を見ることも必要。学びの内容や校風をチェックし、

自分に合うところや合わないと思ったところなどを記述したレポートの提出が2年生の夏休みの課題。

■ オープンキャンパス振り返りシート
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知
立
高
校
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
組
を
始

め
て
３
年
目
。
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す
こ

と
を
狙
い
に
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
、普

通
科
の
生
徒
が
進
路
意
識
を
高
揚
さ
せ
将
来

の
見
通
し
を
も
て
る
教
育
課
程
の
編
成
を
目

指
し
、研
究
・
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

事
前
・
事
後
学
習
を
充
実
さ
せ

日
常
的
に
書
く
練
習
を
す
る

　

同
校
で
は
、３
年
前
に
学
校
設
定
教
科
と
し
て

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」を
創
設
し
、ほ
と
ん
ど
ゼ

ロ
か
ら
系
統
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
１
年
生
で
は「
自
分
探
し
」、２
年
生
で
は

「
生
き
方
の
発
見
」、３
年
生
で
は「
社
会
の
中

の
自
分
」を
テ
ー
マ
に
、職
場
訪
問
や
進
路
先
の

研
究
、キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、講
座
別
学
習
な

ど
を
実
施
。「
生
徒
が
主
体
的
に
課
題
感
を
も
っ

て
学
び
、進
路
を
自
分
で
切
り
拓
き
、ス
ム
ー
ズ

に
大
学
で
の
学
習
に
接
続
で
き
る
実
践
と
は
何

か
を
考
え
て
授
業
開
発
し
て
い
ま
す
」と
、教
務

主
任
・
研
究
主
任
の
竹
内
道
治
先
生
は
言
う
。

　

例
え
ば
、３
年
生
の
講
座
別
学
習
は
ゼ
ミ
形

式
に
し
、自
分
で
講
座
を
選
び
課
題
を
見
つ
け

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
竹
内
先
生
が
担

当
し
た
統
計
学
研
究
講
座
で
は
、チ
ー
ム
で
学

ん
で
い
く
な
か
で
、失
敗
を
重
ね
な
が
ら
自
己

管
理
能
力
や
自
己
キ
ャ
リ
ア
形
成
力
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

　

同
校
普
通
科
で
は
一
般
入
試
を
推
奨
し
て
お

り
、こ
れ
ま
で
特
に
志
望
理
由
書
作
成
の
指
導

は
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。し
か
し
、12
講
座
あ
る
講

座
学
習
の
ひ
と
つ「
文
章
表
現
実
践
」（
図
参
照
）

で
は
、15
時
間
か
け
、伝
わ
る
文
章
と
は
何
か
を

考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
、志
望
理
由
書
を
書
き
、

発
表
し
、相
互
評
価
を
行
う
授
業
を
行
っ
た
。

　

様
々
な
取
組
に
お
い
て
事
前
・
事
後
学
習
と

振
り
返
り
を
重
視
。
そ
の
結
果
、「
自
分
に
つ
い

て
よ
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
主
体
的
な
進
路

選
択
に
役
立
ち
ま
し
た
。
事
前
に
し
っ
か
り
調
べ

る
こ
と
と
、事
後
に
考
え
を
ま
と
め
て
書
く
と

い
う
力
も
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
」と
竹
内
先

生
。
ま
た
、「
社
会
の
中
で
の
自
分
の
役
割
な
ど

に
も
踏
み
込
ん
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
の
は
進
路
指
導
主
事
の
鈴
木
啓
和
先

生
。
結
果
、生
徒
が
進
路
に
対
し
て
高
め
の
目

標
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

今
年
度
、何
名
か
の
生
徒
が
国
公
立
大
学
の

Ａ
Ｏ
入
試
、推
薦
入
試
に
挑
戦
。キ
ャ
リ
ア
教
育

に
よ
っ
て
身
に
つ
い
た「
情
報
活
用
能
力
」や「
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
」と
い
う
力

に
加
え
、担
任
が
き
め
細
か
く
志
望
理
由
書
作

成
や
面
接
を
指
導
。
普
通
科
で
5
名
の
合
格

者
を
輩
出
し
た
。

─ CASEⅡ─

学
校
設
定
教
科「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」を
通
し
て

身
に
つ
い
た
、進
路
を
自
分
で
考
え
、表
現
す
る
力

│
知
立
高
校（
愛
知
・
県
立
）
│

学
習
や
進
路
選
択
に
も
っ
と
主
体
性
が
ほ
し
い
。

進
路
選
択
の
目
標
設
定
が
低
い
傾
向
が
あ
る
。

課題

1949年創立／普通科　商業・情報処理科
生徒数951人（男子345人・女子606人）
進路状況（2013年度実績）
大学41％、短大13％、専各18％、
就職3％

■  「文章表現実践」の
 授業展開
時間 学習活動

１『講座別学習ガイダンス』
（全講座共通）

２
・
３

『文章を書く基本を知る』
● 分かりやすい文章を書くための要点
をプリントで提示する。
● 新聞の投書欄に掲載された文章を
配布し、何が分かりやすさの要因か
を考えさせる。
● 型を提示し、その型に従って短文を
書く。

● 短文ながらも、論の通った文を心掛
けさせる。

４
・
５

『志望理由書を下書きする』
● 看護系に進んだ卒業生の志望理由
書を読ませる。

● 気持ちが強く伝わる要因を考えさせる。
● 自身の志望理由書の下書きをする。

６
〜
11

『志望理由書の推敲・清書』
● 個別指導で推敲を繰り返す。
● 合格した者から清書に入る。

12
・
13

『志望理由書を発表し、評価し合う』
● 評価表を配布し、それぞれに評価さ
せる。

● 発表者は自分の思いが伝わるよう
に、発表の仕方を工夫させる。

14
『発表の振り返り』
● 評価表を発表者各自に返却し、先
日の発表の振り返りを行う。

15
『講座別学習の反省』
● 講座別学習の振り返りを行う。

今年度初めて実施した３年生のキャリア
デザインⅢの講座別学習では、「文章表
現実践」を開講した先生も。15名の生
徒が参加し、志望理由書を書き上げた。
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